①入間基地
埼玉県狭山市・入間市域にまたがる航空自衛隊の基地であり、航空自衛隊における4個の航空方面隊の一つである。

②南東北・関東・中部・近畿地域26都府県の防空を担当する中部航空方面隊司令部が置かれている主要基地であり、所属する部隊数と人員数において航空自衛隊のなかでも最大の規模を誇る。
		
③昭和12年埼玉県所沢飛行場内に陸軍航空士官学校が陸軍士官学校分校として設立、翌年昭和13年に現在の狭山市入間基地に移転し陸軍航空士官学校が創設され、昭和15年には豊岡陸軍飛行場が完成した。

④昭和16年には 行幸の昭和天皇より、航士航空士官学校に対して「修武台」の名が与えられた。		
		
⑤昭和20年太平洋戦争の敗戦終戦により、アメリカ陸軍航空軍第5空軍が進駐し、航士航空士官学校・飛行場等を接収した。	

⑥昭和21年22機を撃墜したジャングルエースこと故ジェラルド・R・ジョンソン大佐]を偲んで顕彰しジョンソン基地と命名。

⑦昭和26年に日米安全保障条約が結ばれ、日本が再び軍隊を持つことを要求される。		

⑧そして昭和29年侵入してくる航空機や海を渡って上陸しようとする外敵の侵入を事前に防ぐことを任務とし、航空自衛隊が発足される。	
		
⑨昭和33年に中部航空方面隊司令部が設置され、入間基地発足	、昭和38年には飛行場地区の管理運用が米軍から航空自衛隊に変更となる。	そして昭和53年 基地がアメリカから全面返還された。

⑩日本軍には空軍がなかったこともあり、航空自衛隊は過去の歴史・伝統に縛られずに成長してることなく進化を遂げてきた。

⑪我が国には地上における警察、海における海上保安庁に相当する、「空の警察力」が存在していない。
	
⑫そのため航空自衛隊は平時から有事まで一貫してわが国の平和と安全を担う唯一の組織となっている。

⑬今年65周年を迎えた入間基地は約42004500人の隊員が所属。		
	
⑭我が国中央部の応援防空の要として各司令部、防空司指令所、高射部隊を有し、自衛隊の活動に必要な防空・航空輸送・飛行運用支援・システム管理・電子機器評価・補給支援など多種多様な機能を有する。		
		
⑮その入間基地には1918の部隊が存在する

